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論文内容要旨
 ブリッジや動揺歯固定装置のような連結鋳造修復物は,従来雛付法によって製作されることが
 多かった。しかし鑞付に際して起こる金属と包埋用耐火性埋没材との熱膨張量の不一致や金属再
 加熱による鋳造体の内部ひずみの開放などに起因する変形の問題さらに鑞付部の強度や腐蝕な
 どの問題もあって,最近では比較的大きな連結修復物もワンピースキャスト法によって調製する
 ことが少なくない。
 連結修復物に限らず形成歯に対して適合良好な鋳造修復物を調製するためには,何らかの鋳造
 収縮補償法を用いなければならない。
 本研究は,鋳造修復物の金属収縮を補償する2つの代表的な方法,すなわち主として埋没材の
 加熱時の膨張を利用する加熱膨張法(改良加熱膨張法)と温湯浸漬吸水膨張法(シリコーンゴムリ
 γグ中に鋳型を埋没し,埋没材が初期凝結を完了した時期に,ゴムリングより埋没材鋳型を取り
 出し,リγグレスの状態で50℃の温湯中に.浸漬し,鋳型中の蝋型を軟化もしくは融解の状態で,
 埋没材に吸水膨張を起こさせる方法)とを用い,各種鋳造条件下で,クラウン,MODインレーお
 よびダミーからなる3単位のワγピースキャストブリッジを,亜型の金合金と類似した物理的性
 状を有すると言われているKメタルにて調製した後,これを原型に装着,適合させ,セメント合
 着することなく,樹脂にて包埋してから近遠心方向に半裁縦断して,その断面を万能投影機によ
 って観測し,各種条件下におけるワンピースキャストブリッジの寸法精度を比較検討したもので
 ある。
 その結果次のごとき結論を得た。
 1)現在市販されている埋没材を使用した限りでは,クリストバライト埋没材を用いる改良加
 熱膨張法によってかなり適合精度の優れた鋳造修復物が調製できたが,これら修復物ではMOD
 イγレー支台にわずかな開脚変形がみられた。
 2)市販の吸水膨張埋没材を用いて吸温水膨張法によって調製された修復物は,MODインレ
 ー支台に開脚変形がみられ,埋没材練和開始後温湯に浸漬するまでの時間が長いものほど変形が
 顕著であった。
 3)本吸水膨張埋没材は,これまでに報告されている同種埋没材に比べて凝結膨張の大きいこ
 とが明らかになり,鋳造物の開脚変形はこれに起因するものと思われた。
 4)吸水膨張埋没材の凝結膨張を抑えるためにフッ化ナトリウム0.1弩,硼砂0.4%を加えた水
 で埋没材を練和して用いると,MODインレーでは開脚変形のほとんどない修復物が得られ,さ
 らに蝋型をリングの縦方向や横方向に埋没しても鋳造修復物の適合精度に差がみられなくなり,
 改良加熱膨張法に比べても優るとも劣らない適合精度が得られた。
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審査結果要旨
 従来連結修復物の多くは,鑞付法によって調製されていたが,鋳造技術,材料の進歩によって
 ワンピースキャス1・法によって調製されるようになってきている。
 本研究は,実際に近い形態と大きさとを模した単冠とMODインレーおよびダミーからなる3
 単位ブリヅジの原型をもとに,金属の鋳造収縮を補償する2つの代表的な方法,すなわち吸水膨
 張系埋没材にて蝋型を埋没した鋳型を,リングレスの状態で50℃の温湯に浸清して吸水膨張をお
 こさせる方法と・クリストパラィト埋没材の加熱膨張を利,用する改良加熱膨張法とによってワン
 ピースキャストブリッジを製作し,これらを原型にもどして樹脂にて包埋後,近遠心的に2分し,
 その断面における支台と修復物との隙間を測定して適合精度を比較したものである。
 実験は,埋没材鋳型を温湯に浸漬するまでの時間を3通りにし,それぞれの鋳造物の適合精度
 と改良加熱膨張法で調製した修復物のそれとを比較した。ついで温湯浸漬吸水膨張法に使用した
 埋没材の凝結膨張を抑制したものを試作し,蝋型の埋没方向を縦および横方向にしたものについ
 て修復物を調製し,その適合精度を調べた。さらに吸水膨張と加熱膨張とを利用することを目的
 とした市販埋没材をも用いて同様に修復物を調製し,その適合精度を調べたものである。結果を
 要約すると次のようである。
 (1)現在市販されている埋没材を使用した限りでは,MODインレー支台にわずかな開脚変形
 が見られるものの,改良加熱膨張法によって調製された修復物の適合性が最も優れていた。
 (2)吸水膨張埋没材を用い,鋳型を温湯浸漬する方法によって調製された修復物は,MODイ
 ンレー支台に開脚変形がみられ,鋳型を温湯に浸漬するまでの時間が長いものにその開脚が著し
 かった。これはこの埋没材の凝結膨張が著しく大きいことに起因するものと思われる。
 (3〉吸水膨張埋没材の凝結膨張を抑えるために弗化ナトリウムと硼砂を加えた水で埋没材を練
 和して用いると,MODイγレーの開脚変形もなく,リングの縦,横いずれの方向に埋没しても
 適合精度の優れた修復物が得られた。
 (4)吸水,加熱膨張法を利用する市販埋没材は,凝結膨張が大きく,加熱膨張が小さいために,
 調製した修復物の変形が大きく,適合精度も低かった。
 以上のような広範な実験は,現時点におけるワンピースキャストブリッジ調製にあたって有力
 な足掛りとなると思われ,特にその地位を確立しつつある温湯浸漬吸水膨張法を行なうにあたっ
 ての新知見は高く評価され,この方面に寄与する功績は大きい。今後臨床応用にあたり,修復物
 にいかにセメγト層の隙間を与えるかなどの問題点があるものの本研究はその解明の基礎となる
 と思われる。よって十分学位授与に値するものと認める。
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